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１．まえがき

深層混合処理工法による改良柱体の耐久性については、長期にわたる強度の増加が確認されたいくつかの

事例がある 。一方、養生条件によっては、改良柱体の劣化が進む可能性を指摘した報告もある 。改良１ ） ２ ３） ）

柱体の劣化は、改良土中に含まれるカルシウム化合物が溶出して周辺未改良土に拡散することに起因し、そ

のため改良域の端部において生じやすいと考えられている。そこで、深層混合処理工法によって形成された

改良柱体の耐久性を確認するために、施工 年 ヶ月後に改良柱体の掘り起こし調査が実施された。ここ16 7

では、調査結果のうち、一軸圧縮強さの平面および深度分布と経時的な変化について報告する。

２．調査箇所の概要

今回、 年 月に北海道厚真町で施工された 工法による改良柱体に対して、 年 月後に調査が1984 7 DJM 16 7

実施された。調査箇所は橋梁橋台の背面であり、橋台基礎に対する側方流動の防止および残留沈下の低減を

目的に地盤改良が行われている（図－１ 。調査箇所の地盤は、火山灰層の下位に泥炭、有機質混り粘土、）

シルト質細砂、シルトと続く軟弱地盤である（図－２ 。このうち 工法による改良対象層は、泥炭、有） DJM

機質混り粘土、シルト質細砂およびシルト層の一部であり、改良長は である。改良の仕様は表－１に示8m

す通りであり、改良材として高炉セメントＢ種が使用された。当該箇所では、既に火山灰を材料とした高さ

約 の盛土が施工されていたことから、その一部を掘削して6.5m

から調査が行われた。

３．調査結果

掘削された改良柱体頭部の観察スケッチを図－３に表す。改良

柱体の形状は、概ね設計形状と同等あるいはそれ以上の直径を有

していることが確認された。改良域端部の柱体と内側の柱体に、

形状の明らかな差は認められなった。改良柱体から平面的にサン

プリングした供試体に対する一軸圧縮試験結果を図－４に示す。

サンプリングの平面的な位置は、図－３に示した通りである。な

お、サンプリングは改良柱体の頭部を高さ 程度切り出し、1.5m
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図－１ 柱体の配置と調査位置

表－１ 施工の仕様

図－２ 施工前の地盤調査結果
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施工方法 DJM工法
施工時期 昭和５９年

設計強度　(kN/m
2
) 265

改良率　(%) 50
改良材種類 　 高炉B種
改良材量 上部3m 290

(kg/m
3
) 下部5m 130

改良材吐出方法 引抜き時吐出
貫入速度　(m/min.) 1.3
引抜き速度 上部3m 0.5
(m/min.) 下部5m 0.9
攪拌翼回転数 貫入時 24

(rpm) 引抜き時 48
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それを天地逆にしてから

実施した。各柱体の強度

を平均的に見れば、改良

域端部の２本（ ）M-1, M-2

の強度がその内側の２本

（ ）より低い。M-3, M-4

ここで、改良土中のカル

シウム溶出が生じるとす

れば、中心部から外側に

向けて強度が低下する傾

向を示すと考えられる。

しかし、改良域端部２本において、柱体外側に近い部分での強度は、

柱体中心部よりむしろ高い。施工当時の柱体形状および平面的な強度

分布が確認されていないことから強度劣化に関して厳密な議論はでき

ないが、少なくとも現時点においては、改良域全体の安定性を損なう

程の強度劣化は生じていないといえる。

次に、一軸圧縮強さの深度分布を図－５に示す。施工直後の結果と

比較するために、当時と同様に柱体中心においてトリプルチューブサ

ンプリングを行って供試体を採取した。いずれの土層においても、施

工直後と比較して強度が大きく増加しており、長期的な安定性が確認

された。土質毎の経時的な強度変化を図－６に示す。図には、既往の

研究成果 についても併記した。施工当時および今回の地盤調査１ ） ２ ） ４ ）

結果から、泥炭と有機質混り粘土は、地下水位以浅に位置してきたと

考えられる 日強度と今回の調査結果を対比すると。 、28

泥炭および有機質混り粘土においては、約 倍の強度増6

加を示している。同様に、シルトでは、約 倍に強度2.4

増加している。この強度増加は、既往の研究成果と同様

な傾向である。

４．まとめ

セメントを用いた深層混合処理工法による改良柱体に

ついて、施工 年 ヶ月後に原位置において調査を実16 7

施し、その長期強度について検討した。その結果、改良

柱体強度は強度増加を続けており、改良域全体の安定性

は充分満足していることが確認された。今後は、改良土からのカルシウム溶出に伴う改良柱体表面の強度劣

化について、改良柱体および周辺未改良土のカルシウム分析などを実施して議論していきたい。本調査にあ

たって、北海道開発局苫小牧道路事務所の関係各位には、多大なるご協力を頂いた。ここに記して、感謝の

意を表します。
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図－３ 柱体頭部の形状 図－４ 柱体強度の平面分布
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図－６ 柱体強度の経時変化
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図－５ 柱体強度の深度分布
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